
【別紙４】 

～知っていますか？高速道路ご利用の際の心得～ 

故障トラブルの件数が増加しています 
車両の点検（オイル・タイヤ・冷却水等）を確実に行いましょう。 
 

積荷の落下等による落下物件数が増加しています 
出発前や高速道路走行前には必ず積荷の点検をお願いします。 

※「故障車・事故・落下物あり」の表示を見たら、速度を落とし注意して

走行しましょう。 

 

後部座席でもシートベルトを着用！（全席着用義務化） 
高速道路等の死亡事故で後部座席同乗者の死亡者のうち約半数がシートベルト非着用。 

全席着用義務となっていますので、後部座席同乗者も必ずシートベルトを着用しましょう！ 

 

走行車線を走行し、安全速度を守りましょう！ 
追越しが終了したらその都度走行車線に戻り（キープレフトの原則）、安全速度と車間距離を確認することが大切です。

追越車線ばかり走行していると道路交通法違反になる場合があり、速度超過や車間距離不保持になりやすく、目前の

危険に素早く対応できません。 

※いつもと違う速度規制がされている場合は、近くに異状があると考え注意しましょう。情報板やハイウェイラジオで情

報を収集し、進路前方の危険をいち早く察知することが大切です。 

 

渋滞末尾の追突事故に注意しましょう！ 
交通量の多い時期は渋滞も多く発生します。十分な車間距離をとり、前方に注意して走行しましょう。 

 

給油やトイレはお早めに！ 適度な休憩をとって安全運転を！ 
居眠り運転や漫然運転は重大な事故につながります。休憩施設で早めの休息、早めの給油を心がけましょう。 
 

高速道路は一般道とは違います。走行する際には、十分な事前準備と適度な緊張感が必要です。 
 
 
～ルールとマナーを守り快適なドライブを！～ 

 
 

         

 イライラ運転は思わぬ大事故に…       自分の車のサイズに合った           路肩は緊急車両のために 

ゆとりをもったドライブ計画を！            駐車マスに停めましょう！              空けておきましょう！ 

               

追い越し後は後方確認をおこない、         身体の不自由な方や妊婦さんのためのスペースです。 

走行車線に戻りましょう！     本当に必要な方のために空けておきましょう。 

マナーアップキャラクター 

「マナーティ」 
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～高速道路では「人対車」の事故が増えています～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高速道路では、事故や故障で停止した車の運転手や同乗者が、 

後方から来た車にはねられ、死亡する事故が増えています。 

高速道路は、一般道とは違います。 

万一、事故や故障が起こったら、後続車両に対する安全措置をとり、 

ガードレールの外側など道路外の安全な場所に退避しましょう！ 

 

【やむをえず高速道路に停車した場合は】 

○停止表示器材・発炎筒などで、後続車に対する安全措置をお願いします。 

○非常電話・道路緊急ダイヤル（＃9910）で通報し、レッカーなどの専門会社に依頼しましょう！ 

○後続車の運転手が故障車両等に気付いているとは限りません。故障車両に忘れ物等を取りに戻ること

なども非常に危険です！ 

 

【通行中のお客さまにお願いしたいこと】 

○高速道路を走行中、何らかの障害（事故や故障による停止車両、作業による規制等）を発見したら、す

みやかに減速し、注意して走行してください。 

○高速道路には歩行者がいないと思いがちですが、停止車両のそばや陰に「人」が隠れていることがありま

す。万一に備えて、危険回避できるよう、注意して走行してください。 

 

事故や故障など緊急事態を発見したら、道路緊急ダイヤル『＃９９１０』へ 
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アドレス（ＰＣ用） http://www.driveplaza.com/traffic/safety_drive/drivers/131031.html 


